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かわさきパラムーブメント第１期推進ビジョンに基づく
平成２９年度の取組状況について

１ アクセシブルシティかわさき

店舗調査の様子

【取組概要】
車椅子ユーザー等障害者の視点から、外食や宿泊、観光等に関する
情報を取材し、ウェブや紙媒体で情報発信を行うほか、障害者差別解消
法への対応に関する事業者向けセミナーの開催を通じて、誰もが住み
やすいまちづくりへとつなげる。

【取組状況】
本年４月から５月にかけて、株式会社ぐるなびと川崎市の「地域活性化
連携協定」に基づく事業として、市内のぐるなび加盟店舗２０店舗を対象
に、バリアフリー対応状況について調査を実施した。
調査に当たっては、ＮＰＯ法人アクセシブル・ラボの調査員（車椅子
ユーザー）及び補助者の２名で各店舗を訪問し、店内の調査及び店員
へのインタビュー等を行った。調査結果については、ぐるなびホーム
ページ等で発信する。
また、株式会社ぐるなびと市の主催、川崎商工会議所の共催で、８月３
１日に飲食店、宿泊施設、商業施設の事業者を対象に、バリアフリー化
を目的としたセミナーを行う。

＜リーディングプロジェクトの取組状況＞

２ パラスポーツやってみるキャラバン
【取組概要】
小学校や「地域の寺子屋」において、障害者スポーツ体験講座を
実施し、障害者への理解及び障害者スポーツへの関心を高める機
会を創出する。

【取組状況】
（１）市内小学校
今年度は、公立校２０校で実施する予定。また、今年度は私立校
でも実施する予定。

（２）地域の寺子屋
希望のあった「地域の寺子屋」（５か所）において、障害者スポー
ツ体験講座を実施予定。

ボッチャ体験

車椅子バスケットボール体験
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４ 宿泊施設等バリアフリー化促進プロジェクト
【取組概要】
観光拠点周辺の宿泊施設や観光施設のバリアフリー化に関する調査
等を行い、障害者や訪日外国人旅行者等にやさしいまちづくりを目指
す。本事業は、以下の３業務に分かれて進める。

【取組状況】
（１） 宿泊施設のバリアフリー化支援
市内宿泊施設運営事業者のバリアフリー化促進に向けた意識の醸
成を図るため、公募した宿泊施設に対し、バリアフリー化に向けたコン
サルタント派遣を通じてバリアの解消・改善をモデル的に実施し、次
年度以降の支援制度の構築も含めた検討を行う。

（２） 観光モデル地区のバリアフリー調査
川崎駅周辺及び武蔵小杉駅周辺を中心に、その中にある観光資源
と国内外からの観光客を結び付け、将来的にユニバーサルツーリズム
商品の開発やバリアフリー情報の提供の拡充等を図るため、バリアフ
リー化や多言語化を促進するための事前調査を実施する。

（３） 生田緑地におけるバリアフリー観光に関する業務
市内の観光拠点の１つである生田緑地において、障害の有無や年
齢、国籍の違い等に関わらず、観光を楽しむことができるための取組
を行う。
具体的には、前年度の現状調査を基に、①バリアフリーで移動可能
なルートの選定、②バリアフリー情報の提供方法及び提供に関する基
準の策定、③バリアフリーマップの作成及び作成基準の策定、④ユニ
バーサルツアー商品の開発に向けた検討等を行う。

宿泊施設における
段差解消ブロックによる
段差解消事例

生田緑地内の看板
（方向、スロープの標記がある事例）

日本民家園での簡易スロープ

３ インクルーシブなカワサキハロウィン
【取組概要】
例年１０月に開催される「カワサキハロウィン」において、障害の有無
に関係なく、すべての人が楽しめるイベントを目指す。

【取組状況】
平成２８年度から、同イベント内のキッズ・パレード、ハロウィン・パ
レードにおいて、車椅子ユーザーの参加募集を開始した。
今年度のハロウィンは、「ダイバーシティ（多様性の尊重）」をテーマ
に掲げ、障害者の参加をさらに増やすほか、セクシュアル・マイノリ
ティ（性的少数者）の方々によるパレード「プライドパレード」を併せて
行う予定。

昨年度のハロウィン・パレード
の様子
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５                理念浸透 取組

【取組概要】
各自の事業や施策等を通じて、「かわさきパラムーブメント」
の理念を実現していくために、パラムーブメントの理念を周
知する取組やイベントを企画・実施する。

【取組状況】
（１） 「かわさきＰＡＲＡフェス２０１７夏Powered by PARA☆DO !」の開催
８月２０日（日）ラゾーナ川崎ルーファ広場において、
かわさきパラムーブメントを周知するためのイベントを行う。
主な開催内容は、パラスポーツ体験、トークショー、音楽
ライブ・パフォーマンス等

（２） パラムーブメントのロゴ及びプロモーション動画の作成
かわさきパラムーブメントを市民その他団体・事業者に
広く周知するため、ロゴ及びプロモーション動画を６月に
作成した。
ロゴは、市ホームページで公開し、市民や団体に利用
してもらうほか、本市の関連事業や各種イベントのチラシ
等への掲載を行う。また、プロモーション動画は、川崎ア
ゼリアの大型ビジョンや区役所のデジタルサイネージで
放映されている。

（３） 事業者向けセミナーの実施（再掲）
株式会社ぐるなびと本市の主催、川崎商工会議所の共
催で８月３１日に飲食店、宿泊施設、商業施設の事業者
を対象に、バリアフリー化を目的としたセミナーを行う。

かわさきパラムーブメント
ステートメント入りロゴ
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＜その他の取組状況＞

１ 各区スポーツセンターにおける障害者スポーツの取組の推進
【取組概要】
障害のある人が身近な地域でスポーツに親しめる環境づくりを進めていく
ため、各区スポーツセンターにおいて障害者スポーツ普及に向けた取組を
推進する。

【取組状況】
７月から来年３月にかけて、各スポーツセンターで１回ずつ障害者スポー
ツデーを試験的に開催し、平成３０年度以降の本格的な実施を目指す。平
成２９年度は、７月２９日（土）にとどろきアリーナで「車いすバスケットボール
教室＆スポーツ車いす体験会」、８月５日（土）に多摩スポーツセンターで
「障害者水泳教室」を開催するほか、９月に幸スポーツセンター、１２月に高
津スポーツセンター等その他スポーツセンターでも順次開催予定。

水泳教室（イメージ）

２ ホテルシップの受け入れに向けた取組

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催を迎えるに当たり、外国人観光客が増加する中、宿
泊施設の不足が懸念されており、臨時の宿泊先として、港内に停泊させたクルーズ船を宿泊施設と
して活用するホテルシップが注目されている。
国においては、「東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部」に設置された
「クルーズ船のホテルとしての活用に関する分科会（ワーキンググループ）」が平成２９年６月２９日に
開催され、ホテルシップの活用が本格的に動き出した。
本市においても、国の動向を踏まえ、早期にホテルシップ受入れに向けた取組を推進するととも
に、ホテルシップを契機とした大型クルーズ船誘致に必要な検討を進め、大型クルーズ船の誘致だ
けでなく、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを好機としたインバウンド等の誘客に向けた施策
の一環として全庁的な取組を推進するため、かわさきパラムーブメント推進本部（既設）の下に「イン
バウンド等誘客推進会議」を設置した。

[庁内の推進体制] [関係機関・団体・企業等]

幹事会(各局区企画主管等)

かわさきパラムーブメント推進本部

ピープルデザインかわさきプロジェクト
推進会議(部課長級)

インバウンド等誘客推進会議(部課長級)

市内誘導・おもてなしワーキング

大型旅客船（ホテルシップ等）
誘致ワーキング

ワーキング (必要に応じて設置)

（仮称）川崎市インバウンド等
誘客推進協議会

誘客・おもてなし部会

クルーズ船誘致部会

連携
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ホテルシップの活用

ホテルシップとは （国土交通省資料より）

◆ホテルシップとは、港内に停泊させたクルーズ船を、宿泊施設として活用するもの。

◆宿泊施設の整備が必要なく、クルーズ船を移動させればよいことから、 短期に数千人規模の

収容能力を準備・提供することができる。

○大規模イベントでの宿泊先としての活用

・２０１６年のリオデジャネイロオリンピック時には、アメリカのバスケットボールチームがＳＩＬＶＥＲＳＥＡ社の

クルーズ船 Silver Cloud を宿泊先として活用。

・近年インバウンドが増加している中で、宿泊施設の容量不足が懸念される。今後開催予定の大規模イベ

ントに際し、臨時の宿泊先としてのホテルシップの活用について検討を進めていく必要がある。

○離島や地方部における宿泊先としての活用

・宿泊施設やインフラ施設容量が限られる離島や地方部においても、ホテルシップが宿泊施設として機能し、

観光振興などに大きく貢献することが期待されている。

○大規模災害時の宿泊先としての活用

・東日本大震災時には民間の船会社が自社の船舶を提供し、災害時の宿泊施設として提供した。

＜東京オリンピック・パラリンピックで想定される利用形態＞

◎単なる宿泊施設として利用
クルーズ船の乗客以外が宿泊。例えば、羽田空港で入国審査を終えた外国人旅行客が都内のホテル等でなく、ホテルシップを宿泊施設として 宿泊する

ケースや、地方からの国内旅行客が宿泊するケースが考えられ、利用者は外国人に限定されない。 基本的にＣＩＱは不要。

○ 外航船のまま利用
クルーズ船が乗客を乗せたまま寄港し、長期間にわたって停泊し、ホテル代わりに利用するケースで、乗客以外の者は宿泊しない。 利用者は乗客（概ね外

国人）に限定される。基本的にＣＩＱが必要。

※過去のホテルシップの活用事例等については、別添の参考資料を参照

リオ・オリンピック（2016）時のホテルシップの活用
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